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令和３年度第２回「千葉市農政推進協議会」議事録 

 

１ 日  時 令和３年１１月１６日（火） 

午後２時００分から午後３時３０分 

 

２ 場  所 千葉中央コミュニティセンター８階 千鳥・海鴎 

 

３ 出 席 者   

委 員：１３名 

藤代武治会長   加藤康幸副会長 

清宮惠理子委員  竹下洋一委員  大塚不二男委員 

小川五郎兵衛委員 石出博子委員  斎藤昌雄委員 

 榎本雅之委員    髙橋義男委員  川村浩一委員            

 実川文子委員   今井由紀子委員 

事務局：１２名 

農政部長（表谷）  農政センター所長（高須）  

農政課長（渡部）  農地活用推進課長（圓城寺）  

農業生産振興課長（森田） 

農地活用推進課農地保全班主査（原田） 

農地保全班（水野谷） 

農地活用推進課農地活用班主査（中村） 

農政課長補佐（中坂）農政課企画班主査（柴田） 

企画班（関下） 企画班（坂倉） 

 

４ 議  題 

（１）  千葉市農林業成長アクションプラン進行管理について 

（２）  次期農業基本計画の策定の考え方について 

（３）  農政センターリニューアルプラン策定について 

（４）  農業経営改善計画について 

（５）  農用地区域の変更について 

 

 

５ 議事概要 

（１）  事務局から千葉市農林業成長アクションプラン進行管理に

ついて説明し、了承を得た。 

（２）  事務局から次期農業基本計画の策定の考え方について説明

し、了承を得た。 

（３）  事務局から農政センターリニューアルプラン策定ついて説

明し、了承を得た。 
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（４）  事務局から農業経営改善計画について説明し、了承を得

た。 

（５）  事務局から農用地区域の変更について説明し、了承を得

た。 

 

６ 会議経過 

会議は、農政課課長補佐の司会進行により行われ、開会に先立

って、委員１３名の出席を得ているため、千葉市農政推進協議会

設置条例第５条第２項の規定に基づき、会議が成立している旨が

告げられた。 

続いて、議題１、２、３については、個人情報等が含まれてい

ないため、会議は公開、議事録は公表され、議題４、議題５につ

いては、個人情報が含まれているため、会議は非公開、議事録は

非公表とする旨が告げられ、そののち、農政部長が挨拶を行っ

た。 

続いて、会長より斎藤昌雄委員と髙橋義男委員の２名が議事録

署名人に指名された。 

 

議題１ 千葉市農林業成長アクションプラン進行管理について 

 

事務局(農政課 渡部課長)が、千葉市農林業成長アクションプ

ラン進行管理について説明を行った。 

続いて、以下の質疑応答があった。 

 

【小川委員】 

 この資料には応募条件が４５歳未満と書いてあるんですが、応

募してきた方の年齢が４０～４５歳頃の方と２０歳頃の方で意見

が合いますかね。意見が合わなくて、やる気をなくしてしまうと

いう話も聞くんです。３０歳未満とか４５歳未満とか世代で研修

を分けた方が良いのではないですか。 

【渡部課長】 

 ６月の補正予算で始まった初めての試みでございますので、ま

だ１回目の研修生も終わっていない状態です。今回初めて募集を

かけて１月からスタートする段階でございますので、頂いたご意

見も踏まえながら今後検証していきたいと考えております。 

【小川委員】 

 千葉県の農業事務所もこういった取り組みを行っているんで

す。私の子供や参加した周りの方々に聞くと、若い方々がやる気
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をなくしてしまうらしいんです。年上の方々には、なかなか意見

が言いにくいと。後継者がいないのはわかっていますけれども、

４５歳未満を世代で分けて研修をやった方が生き残るんではない

かと。皆さん知っていると思いますけれども、生産者はがた減り

しています。私が２０歳超えた頃、キャベツの最盛期には１０ト

ン以上の積めるトラック１、２台と４トントラック１、２台ぐら

いの量がありましたよ。今出荷場に毎日行ってますが、私の他に

もう１件出せば良い方なんですよ。こういう状況下で一括りにし

てしまうと、若い方々の芽を摘んでしまうのではないかと心配な

んです。 

【表谷部長】 

 ご意見ありがとうございます。仰る通り、地域に若い人が入っ

た時にベテランの方に意見を出しにくい状況があるというのは聞

いています。今回の研修事業につきましては、今回は２名が選考

で選ばれましたので、それぞれイチゴとトマトという形で研修を

進めてまいります。今回、この事業については、マイファームさ

んという企業さんと一緒に事業を進めてまいります。委託事業者

であるマイファームさんは、自社で民間の農業大学校を経営して

おりまして、教育のノウハウを持っていらっしゃるところでござ

います。このマイファームさんが経営している農業大学校でもで

すね、２０代の方から５０代くらいの方まで一緒に農業を学ぶと

いった事業をされています。そういったノウハウや知見を借りな

がら、この事業を進めてまいります。仰る通り、若い方々の芽を

摘むことがないように研修を進めて参りたいと思っております。 

【小川委員】 

よろしくお願い致します。 

【清宮委員】 

農政センターの方々に栽培技術があったとしても、この研修が

なかなか実施できないということでしょうか。それでマイファー

ムさんの力を借りたということでしょうか。 

【表谷部長】 

生産技術というところでは農政センターでもカバーしておりま

す。今回、マイファームさんという民間事業者の活力を活用しよ

うとなったのは、例えば経営的な視点であったり、マーケティン

グのプロの方の視点などを取り入れ、幅広く研修できるというこ

とであります。 
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【清宮委員】 

はい、わかりました。 

 

続いて、藤代会長が議事に諮り、反対意見なく了承された。 

 

議題２ 次期農業基本計画の策定の考え方について 

 

事務局(農政課 渡部課長)が、次期農業基本計画の策定の考え

方について説明を行った。 

 続いて、以下の質疑応答があった。 

 

【実川委員】 

 千葉市の農業は農政センターを活用すべきだと思っておりま

す。農政センターは今までも、農業者への種苗の供給や栽培技術

指導など千葉市の農業を牽引してきたと思います。農政センター

もだいぶ古くなりまして、開設からかなりの期間が経っておりま

す。農政センターの老朽化が著しくなってきている中で、農業に

従事される方の高齢化、また後継者不足など農業を取り巻く環境

は大きく変化しております。現状の農政センターのままでは、こ

れらのことを網羅していくのは難しいのではないかというのが率

直な感想でございます。農政センターがリニューアルされるとい

うお話を伺っておりますが、農業者が求めていることは何なの

か、また就農希望者は何を希望しているのか、ぜひ現場の声を聴

き農業技術の普及につとめながら、市民にも親しまれる農政セン

ターになれば良いなと考えております。よろしくお願い致しま

す。 

【森田課長】 

 御意見を頂き、ありがとうございます。農政センターは、昭和

５３年の開設からすでに４０年以上経過し、施設の老朽化が進ん

でおり、その機能の発揮が限定的なものとなっております。一

方、令和２年度に３０社程度の企業に行ったヒアリングでは、農

政センターをスマート農業技術の実証の場として活用したいとい

う意見が多く聞かれる等、その有用性が示されたところです。今

年度、新たな担い手の確保・育成やスマート農業技術への対応強

化に向けて、農政センターリニューアルプラン策定に取り組んで

います。農政センターリニューアルプラン策定については、この

後の課題としてご説明いたしますが、検討委員会を立ち上げるこ
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ととしており、農業者や関係機関のご意見を伺うこととしていま

す。また、市議会においても、農政センターは農業者のために積

極的に取り組んでほしいという意見もいただいております。農業

者や市議会でのご意見も踏まえつつ、新規就農者確保の拠点とし

て、また、農業者へのスマート農業技術の普及の拠点として、農

政センターが今の時代に合った農業振興の機能を十分に発揮でき

るよう、リニューアルプランを策定し、次期農業基本計画にも位

置付けていきたいと考えております。 

【実川委員】 

はい、ありがとうございます。 

【斎藤委員】 

酪農・畜産の場合ですと、一度廃業してしまうと新規参入が事

実上難しいので、何とか今あるものを残していくことが重要で

す。また畜産の場合には、非常に設備投資にお金がかかります。

私のところにも後継者がいたんですが、体質的なところで難しい

ということで。ただ１００年以上続いた技術を残していきたいと

いうことで、民間企業に事業を継承してもらうような形で、新し

く会社を作って事業を行っていくということで。そしてさらに、

そこでできたこだわりの牛乳や乳製品を作るということを企業の

資金の援助を得ながら、製品化をしていくことを考えておりま

す。そこで実際に民間の企業が農業に入ってくるということで、

手続き上のことですが、農地を買ったりする場合、その農地でど

ういった作物を作ってどれくらいの収益を上げるかが大切になっ

てくると思います。酪農・畜産の場合は、糞尿問題。そういった

ことを起こさないために、かなりの土地が必要になります。土地

で何か作物を作って利益を上げる、そういったこととは違ってく

ると思います。実際に土地を持っているといっても、千葉市の場

合は北海道とか栃木とかとは比べ物にならないくらい、狭いわけ

ですから。そこに仮に酪農に関する牧草だとかを作って与える

と、品質的にはかなり厳しいので、作っても数年で寄与できない

し、コストだけかかってしまって。実際には購入した方が、安く

て良いものであるというのが現状であります。企業に農地を貸す

場合、農業委員会の方で、年間でどれくらいの作物を作って、ど

れくらいの売り上げになってそれが利益としてどうなのかと、そ

ういう計画書を出さなきゃいけない。酪農の場合は、そういった

計画書にはあてはまらないです。うちの場合は横で作物を作った

りしますが、期待に沿うようなものができるはずないです。酪農
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や畜産の場合、千葉市として初めてかもしれませんが、もう少し

現状に沿ったような制度に変えていって頂けないかなということ

を希望としてお願い致します。 

【圓城寺課長】 

 農地の貸し借りにつきましては、農地を効率的に使って頂ける

か、地域と上手くやっていけるかという観点で審査をさせて頂い

ております。ですので、作物を作る上でなかなか単価が上がらな

いなどありますが、審査内容はその農地を適正に使って頂けるか

でありますので、資料作成等こちらもお手伝いしながら進めてい

きたいと思っております。引き続きよろしくお願い致します。 

【斎藤委員】 

 よろしくお願い致します。 

【清宮委員】 

 先ほど小川委員や実川委員からもありましたが、農業従事者の

高齢化は本当に深刻で、早急に対策を講じないと、千葉市の未来

から農業が消えてしまうくらいの非常事態だと思います。千葉市

の農業の活力を維持するためにも、今までも対策をとって頂いて

おりますけれども、若い新規就農者の確保は非常に重要だと思っ

ております。ですので、次の基本計画でも今以上に積極的に取り

組んで頂けたらと思っております。それと同時に、千葉市の農家

の大部分は家族経営ですので、そちらもぜひ支援をお願いしたい

と思います。親の農業は継がずに会社勤めをして、定年退職を機

に農業を継いだり、農地の保全をしたり、そういった方は大変多

くいらっしゃいます。ただこの４月から７０歳まで雇用の機会を

与えるのが義務だということになってきますと、７０歳を過ぎて

から農業を継ぐのは少し遅いと感じますし、その間に高齢の親に

何かあった場合、耕作放棄地が増えてしまうのではないかという

ことを恐れています。ですので６０歳頃を目安として、農業をし

ても良いかなと思う方々の背中を押すような、支援や研修をお願

いしたいと思います。それともう１点、比較的大規模に農業を経

営されている方の中には、就職を迎えたお子様達から農業を継い

でみようかなという声を聞きます。その時に、新規就農者には

色々な支援がありますが、ぜひこういった方々にも支援をお願い

します。中には長男も次男も農業をしようと思っている方もいら

っしゃるので、二人が継ぐとなったらまた新たに農地も必要です

し、その辺の支援もぜひお願いしたいと思います。後継者が安心
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して農業を継げるような支援をお願いしたいと思います。よろし

くお願い致します。 

【渡部課長】 

 御意見ありがとうございます。千葉市の農業従事者は、2020 年

の農林業センサスによると、基幹的農業従事者数が、平成２７年

は 1,595 人であったところ、令和２年には 1,262 人となり、約２

０％減少し、平均年齢も６８．４歳と高齢化しており、非常に危

機的な状況であると認識しています。そのため、令和３年度の補

正予算で、新規就農者の確保施策として、未来の青年農業者育成

事業に取り組むこととしており、特に、先進農業者就農支援プロ

グラムは、地域の即戦力となる農業の担い手を育成するもので、

令和４年１月から１２月までの１年間をかけて、農政センターで

農業経営を学んだあと、すぐに千葉市の農業者として活躍が期待

されるところであり、新規就農者の確保が期待できるところであ

ります。 

 またこれまで注力してきた法人参入についても、先日開催され

た農業ＷＥＥＫでもＰＲを行ったところです。新規就農者の中に

は将来的に法人化していくといった考えをお持ちの方もいらっし

ゃいますので、そういった方々も支援していきたいと考えており

ます。家族経営につきましては、これまでも後継者対策を行って

きたところですが、農業従事者の減少という喫緊の課題を踏まえ

まして、更に強化していかなければならないと考えており、農業

基本計画の策定の中で、後継者が農業を引き継ぎやすくなる施策

を検討していきたいと思います。 

【清宮委員】 

よろしくお願い致します。 

【加藤副会長】 

 ここに出ている農業の成長産業化とはどういったことを産業化

したいのですか。集約した農業をするのか、収益が上がる農業な

のか、継続していける農家なのか。この辺がとても抽象的な言葉

ではあるんですよね。どこの会議でもこのような言葉が使われて

いますが、農政部としては農業の成長産業化とはどのようなこと

であると考えていらっしゃいますか。 

【表谷部長】 

 千葉市でいえば、端的にいえば、農業者の方が経営を自分でさ

れる中でしっかりと儲けられる農業という形だと思います。色々

な要因があって、なかなか経営が難しいということもあると思い
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ますが、例えば千葉市の場合は他の地域と違って規模を拡大する

といっても農地の大きさとかにある程度制約があります。そうい

った中で、施設園芸をされている方であれば技術的な面を支援す

るなどして単位あたりの収入を増やしていくなどです。千葉市の

１つの強みとしては、市街地が近い。千葉市自体の人口が大体１

００万人程度ということで、販路をしっかりと確保していくこと

で収益を上げていくと。千葉みらい農業協同組合様には、しょい

か～ごなど直売所を運営して頂いたり、色々と貢献して頂いてい

ると思っております。そういったところで、しっかりと収益を上

げられる農業を目指していくと。そういう風に考えております。 

【加藤副会長】 

 では、こういったコストが非常にかかる時代にどのように収益

をあげていくのか。今年の肥料が１回１０％ぐらい上がって、こ

の秋にさらに６％上がります。農薬も上がってきています。生産

費用が非常に上がってきている中で、収益が上がらない。野菜自

体の値段は私が４０年以上前に野菜を売った値段と変わらないん

ですね。そうすると、当然可処分所得というのは少なくなってき

ます。収益の上がる農業というのを私たちに教えて頂きたいなと

思います。よろしくお願い致します。 

【藤代会長】 

 今の質問に関しては、是非私の方からも、よろしくお願い致し

ます。 

【斎藤委員】 

 本来農家がきちっと仕事をして、収益が上がれば、後継者はい

るはずです。実際そうではないから、どんどん後継者がいなくな

るというのが現実です。千葉市において、コストが年々増えてい

るのは事実なんです。その割に製品の価格は上がらない。非常に

難しいと思います。後継者として新しい方が農業に参入してい

く、これも非常に大切なことではあります。私が 1 つ考えている

のは、千葉市では様々な農産品が作られていると思いますけれど

も、その中でも非常に素晴らしい製品を作られている方、生産し

ている方もいらっしゃると思います。そういった方々に後継者が

いないとその技術が絶えてしまう。こういったところは民間の信

頼できる企業にも声を掛けて、技術を継承していくといったこと

も考えていかないと。せっかくの技術が途絶えてしまうというの

は、非常に残念なことだなと思います。千葉市の方でも、生産者

と企業を繋ぐような取り組みで六次産業といった取り組みをされ
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ていると思います。勿論、民間の企業が入ってくるということ

で、地域の方々との関係ですとか、途中で採算がとれないと投げ

出してしまうなどあると思います。けれども、そういった民間の

力を借りながらそういった優秀な技術を継承していく。千葉市は

非常に立地条件がいい。そこで優秀な製品を売っているのは、非

常に有利なはずだといった考えの企業の方も少しずつ増えてきて

いるんですね。ただ物を売れば良いということではなく、生産か

ら関わりたい。そういった形で、千葉市の優秀な農作物を残して

いくといったことにも力を入れて頂きたいと思っております。 

【表谷部長】 

 ありがとうございます。仰る通り、担い手の方も減っている中

で、新しい方も入ってきて頂くと同時に、企業の力も借りていか

なければならないというのは、我々も認識しております。企業参

入のあり方の 1 つとしては、農業生産を行う、所謂農業経営とい

う参入の仕方です。参入企業の撤退もある中で、何が撤退の要因

になったのかを考えると、売るところの部分をきちんと確保でき

ていなかったのではないかということです。今、法人参入を進め

てはいますが、例えば他地域でしっかりと実績があるような法人

ですとか、販路にしっかりと結びついているような法人をいれて

いく。安定的に定着して頂けるというような企業にしっかりと入

って頂いて、技術も継承して頂くというようなことを考えており

ます。 

また企業の進出については、農業経営だけでなくスマート農業

などの技術開発や普及など、農業を側面的にサポートする企業も

あります。その中にはしっかりとデータをとって、きちっと後継

者の方や新規就農者の方にノウハウをお伝えできるという企業さ

んもいらっしゃいますので、そういったところと連携すること

で、新規就農者の方ができるだけ早く安定して生産できるような

サポートをしていきたいと思っております。よろしくお願い致し

ます。 

【斎藤委員】 

 よろしくお願い致します。 

【清宮委員】 

 施策３の農と森林が持つ多面的機能の保全と活用についてです

が、私の畑があります地区はヤードがたくさんあって、農地に関

しては農業委員会にかけられますが、山林に関して、いつの間に

か、売却されてヤードになっているんです。そのヤードに関して
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何とかならないかと思っています。すごく綺麗な畑とか田んぼの

隣に、高く積まれた産廃のようなものがあり、隣の畑の人々はや

る気をなくすと思います。千葉市は便利な場所にあるので、産廃

業者にとっても非常に便利な場所だと思うんですね。どこかで食

い止めないと、ヤードの方が多くなってしまうのではないかと思

います。何とか検討して頂きたいと思います。 

【高須所長】 

 今の状況を説明しますと、再生資源物に関する条例が可決され

まして、１１月１日から施行されております。スクラップの高さ

を５ｍ以下、１カ所あたり２００平米以内に集積する等が定めら

れています。センターの方では森林の伐採届を受付しておりま

す。スクラップヤードを申請されている方は外国人の方が多いの

ですが、３０００平米以下ですと排水処理等をしなくても伐採届

を出すのみです。法人の名前を変えて、届け出を出してくるとい

うような状況もあります。その場合は小規模隣地の特例をとると

いうことで、県の方に申請を出しまして、きちんと排水の処理を

やらなければならないということで、現地調査をして法令を遵守

するような形で、業者の方を指導しておりますから、徐々にその

ような状況は改善されるものと考えております。 

【斎藤委員】 

ヤードがいつの間にかできてしまって、若葉区・緑区でいくつ

あるのかなと。千葉日報に、千葉市は全国で初めて条例を作って

規制するということが載っていました。ただ今まであるものにつ

いては、いつの間にかどんどん隣接地を拡げていってしまって、

規制する面積とははるかに違っているものになっているんです。

そこで受け入れている物についても、何が入っているかわからな

いですよね。周りが塀で覆われてしまって、中には夜中に車が出

入りしているところもありますし。こういったところは、月に１

度程度現地に行ってみて、実際どうなっているのか、違反がない

のかとか、きちんとチェックをしないかぎり、すり抜けて何をさ

れているのかわからない状況になってしまうのではないかと思う

んです。偶々私のところも、そういったところができたんですけ

れども、聞いたところによると、申請は駐車場として申請してい

たということで、現状は駐車場でなくて重量物ですとか何だかよ

くわからないものがたくさん置いてありますし、申請する時は通

るかもしれないが、現状はどうなのかと。そこをきちんとチェッ

クしていくことの方が、よほど大切であると。せっかく若葉区と
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緑区は自然豊かな場所であるので、そういったものが幾つもどん

どんできていくのは、異様だと思います。決して良いことではな

いと思います。担当の部署が違うかもしれないですが、現状がこ

うであることをお伝え願いたい。現地を調査することも併せて、

お伝え願いたいということです。 

【高須所長】 

チェックに関することですけれども、市内に金属スクラップヤ

ードと呼ばれる場所が７５カ所ほどあります。条例の施行に伴い

まして、環境と消防と建築の方が合同での現場チェック体制を築

きまして、立入検査というものを開始したところでございます。

今回の条例は罰則規定を伴うものでして、そこでの指導に従わな

い場合には最終的には刑事告発するというところまでを考えてお

りますのでもう少し様子を見て頂ければと思います。 

【藤代会長】 

 今あるヤードなんですけれども、千葉市の方では初めて罰則規

定を設けて条例を制定するという中で、農政部として連携して対

応していただければと思います。 

 

続いて、藤代会長が議事に諮り、反対意見なく了承された。 

 

議題３ 農政センターリニューアルプラン策定について 

 

事務局(農業生産振興課 森田課長)が、農政センターリニュー

アルプラン策定について説明を行った。 

 

続いて、藤代会長が議事に諮り、反対意見なく了承された。 

 

 

議題４、５に係る会議経過については、千葉市情報公開条例第

７条第２号に規定する情報（個人情報）が含まれているため、公

表しておりません。 

 

 

問い合わせ先 

千葉市経済農政局農政部農政課 

電話０４３－２４５－５７５７ 


